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巳
Ⅸ
寺
干

第1'■田日開朋uttβ

村民憲章

◎
郷
上
を
愛
し
、
美
し
い
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
教
養
を
高
め
、
心
豊
か
な
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

◎
健
康
に
つ
と
め
、
明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
生
産
に
は
げ
み
、
伸
び
ゆ
く
村
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

５
月
１７
日

（土
）
の

「第
１３
回
諸
塚
村

公
民
館
大
会
」
は
、
初
め
て
の
土
曜
日
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
２
５
０
人
を

越
え
る
多
く
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
体
の
進
行
も
女
性
を
起
用
、
婦
人

会
会
長
の
甲
斐
弘
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
主
に
表
彰
等
が
中
心

で
、
平
成
１４
年
度
の
森
林
文
化
賞
の
授
与

（功
労
賞

・
林
業
振
興

”
甲
斐
春
雄
氏
、

奨
励
賞

・
椎
茸
振
興

い
尾
方
計
行
氏
）
、

感
謝
状
の
贈
呈

（生
活
環
境
維
持
の
功

績

”
甲
斐
　
磨
氏
）、
「森
の
名
手

。
名
人

百
人
」
の
認
定
賞
の
伝
達

（
メ
ン
パ
製

作

¨
甲
斐
安
正
氏
）
、
平
成
１４
年
度
の
産

業
共
進
会
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
共
進

会
で
は
、
川
の
日
公
民
館
が
総
合
と
林
業

部
門
の
２
部
門
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
後
、
昨
年
の
秋
に
実
施
し
ま
し
た

「集
落
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
、
そ
の

集
計
結
果
の
報
告
が
九
州
大
学
の
佐
藤
宣

子
助
教
授
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
身

近
な
こ
と
だ
け
に
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
参
考
に
し
て
、
公
民
館
活
動
の
新
た
な

展
開
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

実
践
発
表
で
は
、
過
去
２
年
間
、
地
域

森
林
理
想
郷
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
だ

家
代
公
民
館
と
穂
白
尾
公
民
館
が
、
写
真

を
利
用
し
て
行
い
ま
し
た
。
公
開
さ
れ
た

写
真
に
は
、
時
折
、
焼
酎
ビ
ン
も
写

っ
て

お
り
、
事
業
推
進
に

一
役
も
二
役
も
買
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
同
様
の
活
動

を
展
開
し
、
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

“
は
し
だ
の
り
ひ
こ
氏
”
に
よ
る
記
念
講

演
で
し
た
。
演
題
は

「お
や
じ
と
し
て
」

と
い
う
こ
と
で
、
奥
さ
ん
の
入
院
に
よ
り
、

家
事
や
子
育
て
に
苦
労
し
た
こ
と
等
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
唄
も
２
曲
披

露
さ
れ
、
懐
か
し
く
聴
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

例
年
、
生
涯
学
習
推
進
大
会
も

一
緒
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
別

に
な
り

ま
す
。
と

一言

っ
て
も
、
既
存

の
行
事

に
う
ま
く

入
り
込
ん

で
、
生

涯
学
習

の
気
運
を

一向
め
る
よ
う

に
し

た

い
と
思

っ
て
い

ま

。
乞
う
、
ご

期
待
で
す
。

国勢調査後の人口

男 1,058(10)

女  1,154 ( 9)

計  2,212 (19)

世帯数  776(16)
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池
の
窪
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

中
央
公
民
館
に
時
計
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

コ
ー
ス
完
成

前
教
育
長

佐
藤
隆
喜
様
か
ら
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譜
中
第
３
回
卒
業
生

総
含
運
動
公
国
に
桜
の
首
を
植
栽

こ
の
度
、
池
の
窪
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
県
の
補
助
事
業
を
受
け
て
開
設
さ
れ
た
、
２
，

０
０
０

ｍ
の
周
辺

コ
ー
ス
で
、
幅
員
が
３

・
５

ｍ
～
３

・
８

ｍ
と
な

っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
の
開
催
や
、
夏
場
の
高
地
ト
レ
ー
エ
ン

グ
の
場
と
し
て
の
合
宿
の
誘
致
、
森
林
散
策
道
と
し
て
の
利
用
な
ど
を
す
す
め

て
い
く
予
定
で
す
。
村
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
年
３
月
末
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
諸
塚
村
教
育
長
の

職
を
離
れ
ま
し
た
佐
藤
隆
喜
様
か
ら
、
諸
塚
村
中
央
公
民

館
に
時
計
の
寄
贈
が
あ
り
、
前
庭
側
の
軒
下
に
設
置
し
ま

し
た
。
直
径
が
８０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
、

大
変
大
き
く
て
立
派
な
時
計
で
す
。
夜
間
は
写
真
の
よ
う

に
、
照
明
に
よ
っ
て
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
、
正
確
な
時

間
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
、
佐
藤
先
生
に
対
す
る
お
礼
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
時

間
励
行
に
心
掛
け
、
先
生
の
ご
好
意
に
応
え
ま
し
ょ
う
。

佐
藤
隆
喜
様
、
大
変
高
価
な
御
寄
贈
を
賜
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭
和
２４
年
度
諸
塚
中
学
校
第
３
回
卒

業
生

（昭
和
９

・
‐０
年
生
）
の
皆
様
か

ら

「
ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
」
の
桜
苗
１０
本
の

寄
贈
が
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
同
窓
生
数
名

に
よ
り
総
合
運
動
公
園
テ
エ
ス
コ
ー
ト

上
の
階
段
の
両
側
に
植
え
込
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
苗
は
同
窓
生
の
松
本
六

子
さ
ん
か
ら
の
提
供
で
す
。
公
園
管
理

の
中
で
大
切
に
育

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

射
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